
３
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し　
　

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら

25
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
、
総
務
常
任
委
員

会
が
開
か
れ
、
先
議
を
求
め
ら
れ
た

市
長
提
出
議
案
の
条
例
１
件
の
審
査

を
行
い
、
10
日
に
可
決
。
３
月
９
日

と
10
日
に
は
、
８
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
11
日
か
ら
23
日
ま
で

は
、
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付

託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
最
終
日
の
25
日
に
、
市
長
提

出
議
案
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
、
条
例
等
41

件
を
可
決
。
さ
ら
に
、
議
会
議
案
２

件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
も
、
審
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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小学校入学
４月６日～８日に市内の小中学校で入学式が行われ、
大浜小学校では５人の新１年生が小学校生活をスタートさせました。
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一般会計　歳入 一般会計　歳出

市税（自主財源）
34億7,342万3千円

11.4%

市税（自主財源）
34億7,342万3千円

11.4%

地方交付税（依存財源）
131億4,900万円

43.0%

地方交付税（依存財源）
131億4,900万円

43.0%

国庫支出金（依存財源）
38億6,821万2千円

12.7%

国庫支出金（依存財源）
38億6,821万2千円

12.7%

県支出金（依存財源）
33億4,285万6千円

10.9%

県支出金（依存財源）
33億4,285万6千円

10.9%

市債（依存財源）
37億360万円
12.1%

市債（依存財源）
37億360万円
12.1%

繰入金（自主財源）
10億9,582万8千円

3.6%

その他の自主財源
8億9,759万6千円

　2.9%

その他の依存財源
10億3,948万5千円

3.4%

305億
7,000万円

令和２年度 当初予算を可決

議会費　1億8,949万9千円　0.6%

教育費
30億8,651万3千円

10.1%

教育費
30億8,651万3千円

10.1%
消防費

9億8,546万2千円
3.2%

消防費
9億8,546万2千円

3.2%

衛生費
34億6,292万4千円

11.3%

衛生費
34億6,292万4千円

11.3%

公債費
38億1,905万3千円

12.5%

公債費
38億1,905万3千円

12.5%
総務費

40億131万4千円
13.1%

総務費
40億131万4千円

13.1%

民生費
85億8,739万7千円

28.1%

民生費
85億8,739万7千円

28.1%

労働費　2,289万2千円　0.1%

農林水産業費
30億1,684万円

9.9%

農林水産業費
30億1,684万円

9.9%

商工費
15億6,121万4千円

5.1%

商工費
15億6,121万4千円

5.1%

土木費
17億5,804万3千円

5.7%

土木費
17億5,804万3千円

5.7%

災害復旧費
1,636万円　0.1%

諸支出金　3,248万9千円　0.1%
予備費　3,000万円　0.1%

305億
7,000万円

令和２年度当初予算総括表
（単位：千円、％）

会　　　　計　　　　名 令和２年度 令和元年度 増減額 増減率
一 般 会 計 30,570,000 34,350,000 △ 3,780,000 △ 11.0

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 6,116,227 6,103,930 12,297 0.2
事 業 勘 定 5,660,163 5,638,772 21,391 0.4
直 営 診 療 施 設 勘 定 456,064 465,158 △ 9,094 △ 2.0

介 護 保 険 事 業 5,863,796 5,878,542 △ 14,746 △ 0.3
事 業 勘 定 5,821,279 5,834,229 △ 12,950 △ 0.2
介護サービス事業勘定 42,517 44,313 △ 1,796 △ 4.1

後 期 高 齢 者 医 療 516,781 509,616 7,165 1.4
診 療 所 事 業 63,860 65,622 △ 1,762 △ 2.7
大 浜 財 産 区 8,470 11,222 △ 2,752 △ 24.5
本 山 財 産 区 2,290 2,285 5 0.2
下 水 道 事 業 5,894 5,884 10 0.2
公 設 小 売 市 場 事 業 3,298 2,522 776 30.8
港 湾 整 備 事 業 25,885 26,750 △ 865 △ 3.2
交 通 船 事 業 17,882 18,509 △ 627 △ 3.4
土 地 取 得 事 業 39,678 31,089 8,589 27.6
簡 易 水 道 事 業 − 304,858 △ 304,858 皆減

小　　　　計 12,664,061 12,960,829 △ 296,768 △ 2.3
合　　　　　　　　　計 43,234,061 47,310,829 △ 4,076,768 △ 8.6

水 道 事 業 会 計 1,688,414 1,487,966 200,448 13.5
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
利
用
し
た
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
300
名
を
年
間
目
標
と
し
て
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
職
員
１
名
及
び
移
住
相
談
員
１
名

を
増
員
し
、
７
名
体
制
で
事
業
を
推
進

す
る
。

　

主
な
内
容

・
相
談
体
制
の
充
実
・
情
報
発
信
の
強

化　
　
　
　
　
　
　
　

555
万
６
千
円

・
受
入
環
境
基
盤
の
整
備　

２
千
774
万
７
千
円

・
移
住
支
援
制
度
（
各
種
補
助
）

　
　

１
千
863
万
７
千
円

当
初
予
算
の
概
要

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会

維
持
推
進
交
付
金
事
業

９
億
７
千
141
万
８
千
円

人
口
減
少
対
策
へ
の
取
組

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業５千

194
万
円

当
初
予
算
の
概
要

網
本　

定
信

江
川
美
津
子

草
野　

久
幸

山
田　

洋
子

野
茂
勇
司
臣

木
口　

利
光

橋
本　

憲
治

明
石　

博
文

委

員

会

審

査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

行
政
調
査

意
見
書

一　
　
　

般　
　
　

質　
　
　

問　
　
　

・　
　
　

市　
　
　

政　
　
　

を　
　
　

問　
　
　

う

　

平
成
29
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
有
人

国
境
離
島
法
に
よ
り
、
新
た
な
支
援
制

度
と
し
て
創
設
さ
れ
た
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
を
活

用
し
、
雇
用
の
拡
大
、
人
口
減
少
の
抑

制
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
。

　

柱
と
な
る
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

・
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低
廉
化　

８
千
766
万
７
千
円

五
島
日
本
語
学
校
運
営
事
業

１
千
473
万
円

　

日
本
語
学
校
の
開
設
に
よ
る
人
口
増

と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令
和
元

年
度
に
五
島
海
陽
高
校
の
旧
自
彊
寮
の

敷
地
内
に
校
舎
を
新
築
し
、
寮
を
宿
舎

へ
と
改
修
し
た
。
令
和
２
年
４
月
開
校

の
五
島
日
本
語
学
校
の
学
生
に
給
付
型

奨
学
金
を
支
給
す
る
た
め
、
運
営
す
る

学
校
法
人
に
対
し
、
補
助
を
行
う
。

五島日本語学校の校舎及び宿舎

企
業
誘
致
・
雇
用
創
出
事
業

９
千
879
万
９
千
円

　

良
質
な
雇
用
の
創
出
と
確
保
を
図
る

た
め
、
市
外
か
ら
の
企
業
の
誘
致
や
地

元
企
業
の
規
模
拡
大
な
ど
に
対
し
積
極

的
な
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
雇
用
に
お

け
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
図
り
な
が

ら
、
市
内
企
業
の
雇
用
の
促
進
、
人
材

確
保
及
び
定
着
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取

組
を
進
め
る
。

　

主
な
内
容

・
企
業
立
地
及
び
雇
用
促
進
補
助
金　

４
千
50
万
円

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
地
域

活
性
化
事
業　
　
　
　
　
　

450
万
円

・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
活
用
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

205
万
４
千
円

・
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
事

業
費
補
助
金　
　
　
　

554
万
２
千
円

・
地
域
産
業
雇
用
創
出
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
費
補
助
金　
　

２
千
100
万
円

　

久
賀
島
及
び
奈
留
島
の
小
中
学
校
に

お
い
て
、
市
外
か
ら
の
し
ま
留
学
生
を

受
け
入
れ
、
都
会
で
は
経
験
で
き
な
い

様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
心
身
と
も

に
健
康
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る
。

ま
た
、
保
護
者
と
一
緒
に
移
住
す
る
家

族
留
学
生
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
、
経

済
的
な
負
担
や
心
理
的
不
安
の
軽
減
を

図
る
。

・
し
ま
留
学
生
受
入
事
業
費
補
助
金　

１
千
329
万
円

・
家
族
留
学
受
入
事
業
費
補
助
金　

352
万
６
千
円

し
ま
留
学
生
・
家
族
留
学
受
入

事
業

１
千
681
万
６
千
円

・
輸
送
コ
ス
ト
支
援　

４
億
１
千
622
万
５
千
円

・
滞
在
型
観
光
の
促
進９

千
478
万
２
千
円

・
雇
用
の
拡
充

　

３
億
７
千
274
万
４
千
円

五
島
南
高
校
、
奈
留
高
校
離
島

留
学
制
度

３
千
120
万
円

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
受
け
入
れ
が
開

始
さ
れ
た
五
島
南
高
校
と
奈
留
高
校
の

離
島
留
学
制
度
を
支
援
し
、
地
元
高
校

の
存
続
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

・
離
島
留
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
費
補
助

金　
　
　
　
　
　
　
　

２
千
820
万
円

・
市
内
留
学
生
受
入
環
境
整
備
事
業
費

補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　

200
万
円
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河
川
環
境
の
維
持
保
全
及
び
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
時
の
治
水
改
善
を
図
る

た
め
、
河
川
護
岸
等
の
補
修
、
草
木
類

の
伐
採
、
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
に
係
る

河
川
環
境
の
維
持
保
全
事
業

１
千
500
万
円

　

玉
之
浦
支
所
を
除
く
４
支
所
の
庁
舎

は
昭
和
37
年
か
ら
46
年
の
建
築
で
、
経

年
に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震
性
も

低
い
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
か
ら
順

次
建
て
替
え
と
改
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
奈
留
支
所
を
世
界

遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
の
合
築
に
よ

り
移
転
改
築
す
る
た
め
の
工
事
及
び
、

富
江
支
所
を
公
民
館
と
の
合
築
に
よ
り

現
地
建
て
替
え
す
る
た
め
の
、
議
会
棟

及
び
公
民
館
の
解
体
工
事
に
係
る
実
施

設
計
を
行
う
。

市
立
新
図
書
館
建
設
事
業

５
億
６
千
645
万
３
千
円

　

災
害
時
に
お
い
て
、
災
害
対
策
本
部

を
中
心
に
被
害
状
況
等
の
情
報
を
一
元

的
に
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
準

備
室
に
迅
速
な
情
報
収
集
と
意
思
決
定
、

情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
を
整
備
す
る
。

　

平
成
29
年
度
に
改
定
し
た
五
島
市
立

　

福
江
文
化
会
館
及
び
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
社
会
教
育
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
拠
点
施
設
で
あ
る
が
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
五
島
市
福

江
文
化
会
館
等
施
設
・
設
備
改
修
等
計

画
に
沿
っ
て
必
要
な
改
修
更
新
を
行
う
。

災
害
対
策
本
部
機
能
強
化
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業

２
千
79
万
円

福
江
文
化
会
館
・
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
事
業

１
億
１
千
445
万
円

　

本
庁
庁
舎
本
館
棟
は
経
年
に
よ
る
老

朽
化
が
著
し
く
耐
震
性
も
低
い
こ
と
か

ら
、
市
の
行
政
運
営
や
災
害
復
興
拠
点

施
設
と
し
て
早
急
な
耐
震
化
が
必
要
な

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
30
年
度
か 市立新図書館の完成予想図

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
・
支
え
合
い

福
江
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
事
業

１
千
58
万
１
千
円

　

令
和
元
年
度
に
長
崎
県
が
作
成
し
た

指
定
管
理
河
川
の
浸
水
想
定
図
を
基
に
、

福
江
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
流
域
に
か
か
る
地
区
に
配
付
す

る
。避

難
行
動
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業

624
万
３
千
円

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
行
動
を
と
る

こ
と
が
困
難
な
方
に
対
す
る
避
難
支
援

等
の
強
化
を
図
る
た
め
、
特
に
支
援
を

要
す
る
方
の
名
簿
を
デ
ー
タ
化
し
、
避

難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供
し
て
お
く
こ

と
で
迅
速
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
避

難
行
動
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

主
な
大
型
建
設
事
業

市
役
所
本
庁
庁
舎
建
設
事
業

３
億
170
万
７
千
円

市
役
所
支
所
庁
舎
建
設
事
業

９
千
265
万
８
千
円

ら
新
庁
舎
の
建
設
工
事
を
実
施
し
２
月

に
完
成
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
旧
本

館
棟
の
解
体
工
事
を
実
施
す
る
。

新
図
書
館
整
備
基
本
計
画
及
び
平
成
31

年
１
月
か
ら
実
施
し
た
設
計
を
基
に
、

「
し
ま
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
域
を
つ

く
る
図
書
館
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

市
民
の
学
び
を
支
え
る
生
涯
学
習
・
交

流
の
拠
点
と
し
て
市
立
新
図
書
館
を
建

設
す
る
。

・
奈
留
高
校
海
外
語
学
研
修
事
業
費
補

助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

100
万
円

経
費
を
500
万
円
増
額
し
て
対
応
す
る
。

離島留学制度の
リーフレット
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質
問　

観
光
入
込
客
数
が
順
調
に
増
加

す
る
中
、
新
型
肺
炎
に
よ
り
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
さ
れ
て
い
る
が
対
策
は
。

答
弁　

先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
ま
ず

は
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
事
業
者
の

不
安
解
消
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
現
在
、

影
響
額
を
調
査
し
て
お
り
、
今
後
、
調

査
結
果
と
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

新
型
肺
炎
が
収
束
に
向
か
う
的
確
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
集
客
対
策
を
講
じ
、
情
報

発
信
に
つ
い
て
も
強
化
し
た
い
。

質
問　

国
保
税
だ
け
に
あ
る
均
等
割
は
、

五
島
市
の
場
合
、
１
人
２
万
８
千
500
円

で
、
赤
ち
ゃ
ん
に
も
課
せ
ら
れ
る
。
子

育
て
支
援
策
と
し
て
、
子
供
の
均
等
割

に
つ
い
て
全
額
免
除
や
減
額
の
検
討
を
。

答
弁　

子
供
の
均
等
割
の
減
免
は
、
子

育
て
支
援
に
有
効
だ
と
認
識
し
て
い
る

が
、
他
の
保
険
加
入
者
と
の
負
担
の
公

平
性
、
市
の
財
政
状
況
か
ら
実
施
は
困

難
で
あ
る
。
少
子
化
対
策
と
国
保
財
政

の
基
盤
強
化
の
観
点
か
ら
国
が
取
り
組

む
べ
き
施
策
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国

に
支
援
制
度
創
設
を
要
望
し
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

へ
の
助
成
を

補聴器で
閉じこもり予防を

九
州
商
船
の
運
賃
改
定
は

質
問　

九
州
商
船
の
島
民
外
の
運
賃
実

質
値
上
げ
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

九
州
商
船
Ｈ
Ｐ
に
、
４
月
か
ら

島
民
外
の
基
本
運
賃
の
低
廉
化
率
を
１

割
か
ら
０
割
に
す
る
と
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
撤
回
す
る
よ
う
議

質
問　

加
齢
性
難
聴
は
、
日
常
会
話
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
不
便
に
す
る

な
ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大
き
な
原
因

と
な
る
。
障
害
と
認
定
さ
れ
な
い
軽
度

網
本　

定
信

議
員

答
事
業
者
の
不
安
解
消
に
努
め
、
的
確

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
策
を
講
じ
た
い

問
新
型
肺
炎
に
よ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
さ
れ
て
い
る
が
対
策
は

般
問

一
質 
市
政
を
問
う

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
一
般
質
問
の
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

江
川
美
津
子

議
員

答
国
に
支
援
制
度
の
創
設
を
要

望
し
て
い
く

問
国
保
税
の
子
供
の
均
等
割
に

つ
い
て
全
額
免
除
や
減
額
を

当
初
予
算
の
概
要

網
本　

定
信

江
川
美
津
子

草
野　

久
幸

山
田　

洋
子

野
茂
勇
司
臣

木
口　

利
光

橋
本　

憲
治

明
石　

博
文

委

員

会

審

査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

行
政
調
査

意
見
書

一　
　
　

般　
　
　

質　
　
　

問　
　
　

・　
　
　

市　
　
　

政　
　
　

を　
　
　

問　
　
　

う

Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
機
体
更
新
計
画
は

質
問　

Ｏ
Ｒ
Ｃ
が
保
有
す
る
Ｑ
200
型
機

２
機
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
計
画
は
。

答
弁　

１
号
機
は
、
３
月
中
に
同
型
の

中
古
機
を
購
入
し
更
新
す
る
予
定
で
あ

る
。
３
月
29
日
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
変
更
に

合
わ
せ
て
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
74
人
乗
り
の
Ｑ

400
型
機
を
リ
ー
ス
し
、
２
号
機
は
予
備

富
江
地
区
の
交
通
手
段
確
保
は

質
問　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
倒
産
に
よ

り
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
富
江
地
区
住

民
の
通
院
、
買
物
の
際
の
交
通
手
段
の

確
保
対
策
は
。

答
弁　

移
動
手
段
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
10
月
を
目
標

に
電
話
予
約
制
に
よ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
導
入
を
考
え
て
お
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、

現
在
運
行
し
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
や

路
線
バ
ス
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

長
と
連
名
で
抗
議
し
た
。
九
州
商
船
と

し
て
は
島
民
の
低
廉
化
率
を
２
割
か
ら

１
割
に
改
定
す
る
こ
と
に
合
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
島
民
外
の
運
賃
改
定
は
取
り

下
げ
る
意
向
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
市
と
し
て
は
、
五
島
‐
長
崎
間
航

路
が
赤
字
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、

10
月
の
基
本
運
賃
改
定
に
よ
り
激
変
緩

和
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
島
民

２
割
・
島
民
外
１
割
の
低
廉
化
率
が
令

和
７
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る
と
理
解
し

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
運
賃
値
上
げ
は

容
認
で
き
な
い
。

ORCのＱ200型機

機
と
し
て
利
用

す
る
。
次
期
後

継
機
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年

度
以
降
に
暫
時
、

新
機
種
を
２
機

導
入
す
る
計
画

で
あ
る
。

の
難
聴
者
に
も
補
聴
器
購
入
の
助
成
を

す
る
こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症

の
予
防
に
つ
な
が
る
と
し
て
助
成
に
取

り
組
む
自
治
体
が
ふ
え
て
い
る
が
、
五

島
市
で
も
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
。

答
弁　

補
聴
器
購
入
費
の
助
成
を
す
る

こ
と
で
、
聴
力
の
低
下
と
い
う
閉
じ
こ

も
り
要
因
の
一
つ
を
解
消
し
、
認
知
症

発
症
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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質
問　
「
五
島
市
中
期
財
政
見
通
し
」

に
お
け
る
財
源
不
足
額
と
財
政
調
整
基

金
残
高
が
心
配
に
な
る
が
、
今
後
の
財

政
運
営
は
大
丈
夫
な
の
か
。

「令和元年度版五島市中期財政見通し」より

質
問　

人
手
不
足
で
あ
る
介
護
職
員
確

保
の
た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受

講
費
用
８
万
５
千
円
の
う
ち
補
助
対
象

外
の
１
万
円
も
全
額
補
助
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
在
宅
介
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
他
市
が
取
り
組
む
出
張
調
髪
や

寝
具
乾
燥
消
毒
事
業
を
導
入
し
て
は
。

答
弁　

介
護
人
材
不
足
は
、
深
刻
な
状

況
に
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
全
額

補
助
で
き
な
い
か
は
今
後
検
討
し
た
い
。

出
張
調
髪
や
寝
具
乾
燥
消
毒
は
、
民
間

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
市

の
事
業
と
し
て
の
導
入
は
考
え
て
お
ら

ず
、
利
用
者
へ
の
費
用
助
成
も
保
険
料

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
考
え
て

い
な
い
。

ポータブルトイレ

質
問　

災
害
用
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
①

簡
易
ト
イ
レ
は
、
介
助
の
必
要
な
高
齢

災
害
用
備
蓄
品
の
整
備
充
実
を

質
問　

五
島
市
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
と
し
て
①
マ
ス
ク
の
備

蓄
及
び
配
布
状
況
は
。
②
市
内
全
域
の

公
衆
ト
イ
レ
に
石
け
ん
を
設
置
し
て
は
。

答
弁　

①
約
２
万
枚
の
マ
ス
ク
を
備
蓄

し
て
い
た
が
、
感
染
す
る
と
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
を
感
染
リ
ス
ク
か
ら
守

る
た
め
、
高
齢
者
施
設
に
１
万
枚
を
配

布
し
た
。
②
予
算
や
管
理
上
の
問
題
等
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後
、

関
係
部
署
と
協
議
、
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

山
田　

洋
子

議
員

答
介
護
人
材
不
足
は
、
深
刻
な
状

況
に
あ
り
、
研
修
費
用
の
補
助

拡
充
な
ど
、
今
後
検
討
し
た
い

問
介
護
職
員
の
確
保
対
策
は

草
野　

久
幸

議
員

答
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構

造
の
確
立
に
努
め
る

問
今
後
の
財
政
運
営
は
大
丈

夫
か

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
利
用
し
づ

ら
い
た
め
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
も
整

備
で
き
な
い
か
。
②
ミ
ル
ク
や
紙
お
む

つ
、
生
理
用
品
も
備
蓄
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
所
有

数
を
把
握
し
、
不
足
す
る
場
合
は
備
蓄

品
と
し
て
整
備
し
た
い
。
②
液
体
ミ
ル

ク
に
つ
い
て
は
、
先
般
、
購
入
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品

も
今
後
計
画
的
に
備
蓄
し
て
い
き
た
い
。

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
で
、

令
和
６
年
度
に
は
財
政
調
整
基
金
の
残

高
が
17
億
４
千
万
円
に
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

　

今
後
、
財
源
不
足
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
の

確
立
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
第
４
次
行

政
改
革
大
綱
や
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
掲

げ
た
取
組
を
着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、

施
策
・
事
業
の
選
択
と
集
中
、
見
直
し

を
継
続
的
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁　

歳
入
で
は
、
合
併
算

定
替
の
終
了
や
人
口
減
少
に

よ
る
普
通
交
付
税
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
ま
た
、
歳
出
で

は
、
近
年
の
大
型
建
設
事
業

の
実
施
や
そ
の
財
源
と
し
て

借
り
入
れ
る
市
債
の
償
還
金

の
増
、
さ
ら
に
は
過
去
に
建

設
し
た
公
共
施
設
等
が
、
今

後
改
修
時
期
を
迎
え
る
こ
と

に
よ
る
対
策
経
費
な
ど
財
政

を
圧
迫
す
る
要
因
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
行
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
し
て
い
く

と
な
る
と
毎
年
度
６
億
か
ら

11
億
円
の
収
支
不
足
が
発
生

し
、
そ
の
財
源
調
整
の
た
め
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質
問　

世
界
遺
産
で
あ
る
旧
五
輪
教
会

堂
と
江
上
天
主
堂
は
、
木
造
造
り
で
あ

る
た
め
、
防
火
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

防
火
対
策
と
し
て
、
消
火
器
や

自
動
火
災
報
知
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
旧
五
輪
教
会
堂
に
は
、
令
和
元
年

度
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
お
り
、

江
上
天
主
堂
に
は
、
令
和
２
年
度
に
防

犯
カ
メ
ラ
、
人
感
セ
ン
サ
ー
及
び
大
型

奈留島の江上天主堂

磯
焼
け
対
策
の
取
組
は

質
問　

令
和
２
年
度
の
磯
焼
け
対
策
の

取
組
は
。

答
弁　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
五
島

市
藻
場
回
復
等
総
合
対
策
事
業
の
成
果

を
も
と
に
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
の
藻
場
の
保
全
活
動
を
活
用
し
、

新
た
に
奈
留
地
区
、
大
浜
地
区
、
岐
宿

地
区
が
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

食
害
魚
対
策
と
し
て
は
、
崎
山
地
区
の

仕
切
網
の
設
置
や
食
害
魚
ト
ラ
ッ
プ
に

よ
る
駆
除
を
さ
ら
に
改
良
し
、
新
た
に

大
浜
地
区
で
の
食
害
魚
対
策
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ウ
ニ
対
策
と
し

て
は
、
玉
之
浦
地
区
の
ウ
ニ
フ
ェ
ン
ス

設
置
や
ガ
ン
ガ
ゼ
駆
除
を
さ
ら
に
改
良

し
、
新
た
に
奈
留
地
区
と
岐
宿
地
区
へ

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
海
藻
の

種
苗
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
ヒ
ジ
キ

以
外
の
室
内
培
養
に
も
取
り
組
み
、
安

定
し
た
種
苗
生
産
と
供
給
の
技
術
開
発

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

本
年
８
月
予
定
の
五
島
市
長
選

挙
へ
の
出
馬
の
意
向
は
。

答
弁　

平
成
28
年
か
ら
の
２
期
目
は
、

有
人
国
境
離
島
法
の
施
行
、
世
界
遺
産

登
録
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
移
住
対
策
な
ど

に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
五

島
市
と
し
て
は
昭
和
30
年
代
以
来
初
の

社
会
増
を
達
成
し
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
最

大
の
課
題
は
、
社
会
増
の
定
着
及
び
出

産
、
子
育
て
、
高
齢
者
支
援
に
よ
る
自

然
減
対
策
の
強
化
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
実
績
を
生
か
し
、
活
力
あ
る

五
島
市
の
未
来
を
築
く
た
め
、
８
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、

市
民
の
皆
様
に
真
意
を
問
い
た
い
。

地域ミニデイサービス

質
問　

五
島
市
は
介
護
な
ど
多
く
の
業

種
で
県
内
一
の
人
手
不
足
状
態
で
あ
り
、

対
策
を
官
民
一
体
で
推
進
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

市
内
企
業
へ
の
働
き
掛
け
で
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
促
進
す

る
。ま
た
、市
内
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

や
企
業
説
明
会
の
開
催
に
よ
る
高
卒
者

の
地
元
就
職
、
移
住
者
の
就
業
促
進
、

商
工
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
日
本
語
学

校
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
実
現
、
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
設
立
な

ど
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

人
手
不
足
対
策
の
推
進
を

答
弁　

国
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
予
防

・
健
康
づ
く
り
を
重
点
的
に
評
価
す
る

新
た
な
交
付
金
を
創
設
予
定
で
あ
り
、

地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
健
康

教
室
、
地
域
食
堂
の
開
催
な
ど
で
、
交

付
金
の
獲
得
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
の

当
初
予
算
の
概
要

網
本　

定
信

江
川
美
津
子

草
野　

久
幸

山
田　

洋
子

野
茂
勇
司
臣

木
口　

利
光

橋
本　

憲
治

明
石　

博
文

委

員

会

審

査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

行
政
調
査

意
見
書

一　
　
　

般　
　
　

質　
　
　

問　
　
　

・　
　
　

市　
　
　

政　
　
　

を　
　
　

問　
　
　

う

野
茂
勇
司
臣

議
員

答
防
犯
カ
メ
ラ
や
大
型
消
火

器
の
設
置
、
定
期
的
な
巡

視
等
を
行
っ
て
い
く

問
世
界
遺
産
で
あ
る
旧
五
輪
教
会

堂
・
江
上
天
主
堂
の
防
火
対
策
は

木
口　

利
光

議
員

答
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

市
長
選
挙
に
出
馬
し
た
い

問
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
意

向
は

消
火
器
を
設
置
す
る
。
今
後
、
火
災
予

防
等
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
文
化
財
監
視
人
、
文

化
財
保
護
指
導
委
員
に
よ
る
定
期
的
な

巡
視
と
監
視
、
職
員
に
よ
る
巡
視
等
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

質
問　

五
島
市
は
10
年
後
、
人
口
の
半

数
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
。
介
護
予

防
の
推
進
で
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
を
。

介
護
予
防
推
進
の
取
組
を

健
康
増

進
と
さ

ら
な
る

介
護
認

定
率
の

低
下
に

つ
な
げ

た
い
。
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質
問　

市
内
の
公
園
や
道
路
脇
に
は
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
が
放
置
さ
れ
た
状
態
に

な
っ
て
い
る
。「
捨
て
れ
ば
ご
み
・
生

か
せ
ば
資
源
」
の
看
板
を
設
置
し
、
市

民
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答
弁　

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ご
み
に

は
、
た
だ
単
に
経
費
が
か
か
り
、
収
益

が
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
周
知

看
板
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
看
板
を
使
用
し
た
い
。

回収したポイ捨てごみ

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
対
策
と
、
感
染
者
が
出
た
場
合

の
対
応
は
。

答
弁　

感
染
予
防
の
啓
発
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
行
政
防
災
無
線
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
使
っ
て
、
感

染
予
防
の
た
め
の
手
洗
い
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
励
行
、
相
談
窓
口
の
案
内
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
要
請
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、

県
か
ら
、
感
染
者
発
生
の
連
絡
が
入
り

次
第
、
早
急
に
五
島
市
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
保
健
所
や

感
染
症
対
策
チ
ラ
シ
（
出
典
・
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
）

質
問　

五
島
市
内
の
国
道
、
県
道
、
市

道
、
林
道
、
公
園
等
に
は
、
ポ
イ
捨
て

ご
み
が
多
い
。
草
刈
り
業
務
を
委
託
す

る
際
、
ご
み
回
収
も
含
め
た
契
約
に
で

き
な
い
か
。

答
弁　

市
道
の
草
刈
り
作
業
は
、
町
内

会
等
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
実
施
し
て

お
り
、
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
も
業
務

仕
様
書
に
明
示
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。
公
園
や
林
道
に
つ
い
て
は
、
雇
用

す
る
作
業
員
へ
の
任
用
通
知
書
の
作
業

条
件
へ
の
明
示
を
考
え
て
い
る
。
国
道

や
県
道
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
五
島
振

興
局
の
担
当
部
署
と
協
議
し
た
い
。

道
路
等
の
草
刈
業
務
の
委
託
に

ご
み
回
収
を
含
め
ら
れ
な
い
か

質
問　

病
院
や
保
育
園
、
介
護
施
設
を

維
持
し
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
人
材

確
保
等
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁　

医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
の
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

制
度
を
拡
充
す
る
な
ど
、
各
分
野
に
お

け
る
人
材
確
保
に
努
め
、
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
き
た
い
。

病
院
、
保
育
園
、
介
護
施
設
の

人
材
確
保
は　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

憲
治

議
員

答
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
看
板

を
使
用
し
た
い

問「
捨
て
れ
ば
ご
み
・
生
か
せ

ば
資
源
」
の
看
板
設
置
を

明
石　

博
文

議
員

答
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

励
行
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛

要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
る

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
対
策
は

医
療
機
関
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
た
め
の
対

策
を
行
う
。

質
問　

ポ
イ
捨
て
ご
み
が
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
場
合
の
収
益
額
及
び
、
埋
め
立

て
処
分
し
た
場
合
の
経
費
は
。

答
弁　

売
払
い
料
金
が
一
番
高
額
な
ア

ル
ミ
缶
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
場
合
、

１
㎥
当
た
り
の
売
払
い
料
金
は
３
万
３

千
700
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
終

処
分
場
に
埋
め
立
て
る
場
合
の
処
分
費

用
は
、
処
分
場
の
建
設
費
か
ら
試
算
す

る
と
、
１
㎥
当
た
り
約
２
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

ポ
イ
捨
て
ご
み
の
処
分
経
費
は

質
問　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

平
成
30
年
度
は
202
名
、
今
年
度

は
２
月
末
ま
で
に
175
名
の
方
に
移
住
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
第
２

期
五
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
の
移
住
者
数
を
300
名
に
す

る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
目
標
達
成

に
向
け
、
移
住
希
望
者
が
求
め
る
仕
事

や
住
ま
い
、
子
育
て
、
教
育
、
医
療
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
し
移
住
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
現
状
は
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当
初
予
算
の
概
要

網
本　

定
信

江
川
美
津
子

草
野　

久
幸

山
田　

洋
子

野
茂
勇
司
臣

木
口　

利
光

橋
本　

憲
治

明
石　

博
文

委

員

会

審

査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

行
政
調
査

意
見
書

一　
　
　

般　
　
　

質　
　
　

問　
　
　

・　
　
　

市　
　
　

政　
　
　

を　
　
　

問　
　
　

う

交通安全の立哨活動

　
　
　
　
　

奨
学
資
金
の
早
期
交
付
を

行
え
る
よ
う
、
前
年
度
中
に
貸
与
の
予

総
務
委
員
会

提
案
理
由 文

教
厚
生
委
員
会

　

議
案
第
13
号　

五
島
市
奨
学

資
金
貸
与
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

条例等

約
が
で
き
る
制
度
に
見
直
す
た
め
。

問　
改
正
に
よ
る
利
点
は
。

答　
予
約
制
に
な
る
た
め
、
高
校
生
が

安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
に
な
る

こ
と
、
現
在
は
、
６
月
に
支
給
し
て
い

る
奨
学
資
金
を
、
在
学
証
明
書
が
提
出

さ
れ
れ
ば
４
月
中
に
交
付
さ
れ
る
こ
と

の
２
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
費
用
に
充
て
る
た
め
受
益
者
か
ら
徴

収
す
る
分
担
金
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

問　
ど
の
よ
う
な
事
業
で
分
担
金
を
徴

収
す
る
の
か
。

答　
県
が
実
施
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
な

急
傾
斜
地
に
つ
い
て
、
市
が
事
業
を
実

施
す
る
際
に
分
担
金
を
徴
収
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
県
内
12
市
町
に
お
い
て

同
様
の
条
例
が
制
定
さ
れ
、
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

問　
徴
収
す
る
分
担
金
の
額
は
。

答　
年
度
ご
と
に
事
業
費
の
100
分
の
１

と
し
て
お
り
、
市
の
負
担
が
100
分
の
49
、

県
補
助
金
が
２
分
の
１
に
な
る
。

問　
事
業
実
施
箇
所
の
選
定
方
法
は
。

答　
町
内
会
ま
た
は
個
人
か
ら
の
要
望

に
基
づ
き
、
市
が
事
業
要
件
の
適
合
を

判
断
し
た
上
で
実
施
箇
所
を
選
定
し
、

受
益
者
の
同
意
を
得
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
事
業
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

経
済
土
木
委
員
会

　

議
案
第
16
号　

五
島
市
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条例等提
案
理
由

委
員
会
分
科
会

の
審
査

　
　
　
　
　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
し
、
基
本
理
念
、
市
及
び
市
民
等
の

責
務
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
。

問　
犯
罪
被
害
者
等
の
把
握
方
法
は
。

答　
事
件
の
発
生
を
認
知
し
た
警
察
か

ら
、
犯
罪
被
害
者
等
に
連
絡
し
同
意
を

得
た
上
で
、
市
へ
被
害
者
等
の
情
報
が

提
供
さ
れ
る
が
、
二
次
的
被
害
や
Ｄ
Ｖ

被
害
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
相
談
窓

口
で
の
把
握
も
考
え
ら
れ
る
。

提
案
理
由

　

議
案
第
４
号　

五
島
市
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

条例等
　
　
　
　
　

交
通
指
導
員
に
つ
い
て
、

定
数
及
び
、
特
別
職
の
職
員
の
任
用
要

件
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
身
分

を
見
直
す
た
め
。

問　
定
数
を
60
人
以
内
か
ら
26
人
以
内

へ
と
、
半
数
以
下
に
見
直
し
た
根
拠
と

提
案
理
由

　

議
案
第
５
号　

五
島
市
交
通

安
全
の
保
持
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

条例等

活
動
へ
の
支
障
は
。

答　
指
導
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
人
員

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
児
童
生
徒
数

の
減
少
及
び
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
増
加
で
、
指
導
員

の
活
動
の
中
心
で
あ
る
立
哨
活
動
の
場

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
他

市
の
状
況
を
参
考
に
、
定
数
を
見
直
す

こ
と
と
し
た
。
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携

・
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

　

５
千
625
万
６
千
円

予　算問　
受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組
は
。

答　
医
療
機
関
か
ら
患
者
の
情
報
を
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
み
な
し
健
診

と
す
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
関
係
の
深
い
農
協
や
商
工
会
、

商
工
会
議
所
な
ど
と
も
連
携
し
た
い
。

健　診　車
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審 査 結 果

問　
集
落
支
援
員
の
配
置
状
況
は
。

答　
市
内
13
地
区
に
設
置
す
る
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
体

制
を
整
え
る
た
め
、
本
庁
、
各
支
所
及

び
各
出
張
所
へ
各
１
名
の
集
落
支
援
員

を
配
置
し
て
い
る
。
本
庁
に
つ
い
て
は

福
江
、
緑
丘
の
２
地
区
が
あ
る
た
め
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
専
任
を
配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
支
所
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
支
所
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
へ
の
関
わ
り
方
は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
地
域
の
絆
再
生
事
業
、
支
所
は
支

　

集
落
支
援
員
事
業

　

４
千
75
万
２
千
円

予　算所
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
を
実
施
し
て

い
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
ず
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
地
区
未
来

会
議
を
開
催
し
、
地
域
住
民
が
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
く
。
そ
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
や
る
べ
き
こ
と
、
支
所
が
や
る

べ
き
こ
と
を
整
理
し
た
上
で
、
事
業
計

画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議案番号 件　　　　名 審査結果 議案番号 件　　　　名 審査結果

議案第１号 機構改革に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について 原案可決 議案第24号 令和元年度五島市一般会計補正予算

（第５号） 原案可決

議案第２号 五島市職員の服務の宣誓に関する条
例の一部改正について 原案可決 議案第25号 令和元年度五島市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第３号 五島市職員の給与に関する条例等の
一部改正について 原案可決 議案第26号 令和元年度五島市介護保険事業特別

会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第４号 五島市犯罪被害者等支援条例の制定
について 原案可決 議案第27号 令和元年度五島市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第５号 五島市交通安全の保持に関する条例
の一部改正について 原案可決 議案第28号 令和元年度五島市診療所事業特別会

計補正予算（第２号） 原案可決

議案第６号 五島市庁舎等整備基金条例の一部改
正について 原案可決 議案第29号 令和元年度五島市簡易水道事業特別

会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第７号 五島市情報化推進委員会条例の廃止
について 原案可決 議案第30号 令和２年度五島市一般会計予算 原案可決

議案第31号 令和２年度五島市国民健康保険事業
特別会計予算 原案可決

議案第８号 五島市消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第32号 令和２年度五島市介護保険事業特別
会計予算 原案可決議案第９号 五島市印鑑条例の一部改正について 原案可決

議案第10号 五島市児童遊園条例の一部改正について 原案可決 議案第33号 令和２年度五島市後期高齢者医療特
別会計予算 原案可決

議案第11号
五島市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

原案可決 議案第34号 令和２年度五島市診療所事業特別会
計予算 原案可決

議案第12号 五島市立保育事業所条例の一部改正
について 原案可決 議案第35号 令和２年度五島市大浜財産区特別会

計予算 原案可決

議案第13号 五島市奨学資金貸与条例の一部改正
について 原案可決 議案第36号 令和２年度五島市本山財産区特別会

計予算 原案可決

議案第14号 五島市漁村センター条例の一部改正
について 原案可決 議案第37号 令和２年度五島市下水道事業特別会

計予算 原案可決

議案第15号 五島市漁船保全施設条例の一部改正
について 原案可決 議案第38号 令和２年度五島市公設小売市場事業

特別会計予算 原案可決

議案第16号 五島市急傾斜地崩壊対策事業分担金
徴収条例の制定について 原案可決 議案第39号 令和２年度五島市港湾整備事業特別

会計予算 原案可決

議案第17号 辺地に係る公共的施設の総合整備計
画の変更について 原案可決 議案第40号 令和２年度五島市交通船事業特別会

計予算 原案可決

議案第18号 新市建設計画の変更について 原案可決 議案第41号 令和２年度五島市土地取得事業特別
会計予算 原案可決議案第19号 工事請負契約の締結について 原案可決

議案第20号 生活支援ハウス及び高齢者生活福祉セン
ターの指定管理者の指定について 原案可決 議案第42号 令和２年度五島市水道事業会計予算 原案可決

議会議案第１号 五島市議会委員会条例の一部改正に
ついて 原案可決議案第21号 和解について 原案可決

議案第22号 和解について 原案可決 議会議案第２号 新型コロナウイルス感染症対策に関
する意見書 原案可決

議案第23号
長崎県市町村総合事務組合を組織す
る地方公共団体の数の減少及び規約
の変更について

原案可決 陳情第14号 五島市督促手数料の廃止に関する陳
情 結　　審
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○：賛成　×：反対　−：欠席賛否一覧表
当
初
予
算
の
概
要

網
本　

定
信

江
川
美
津
子

草
野　

久
幸

山
田　

洋
子

野
茂
勇
司
臣

木
口　

利
光

橋
本　

憲
治

明
石　

博
文

委

員

会

審

査

審
査
結
果

賛
否
一
覧
表

行
政
調
査

意
見
書

一　
　
　

般　
　
　

質　
　
　

問　
　
　

・　
　
　

市　
　
　

政　
　
　

を　
　
　

問　
　
　

う

会派・
議員名

議案番号 

創　政　自　民　党 市民ネット
ワーク 政策会 日本共産党 公明会 ごとう

改革21 芯風会

明
石　

博
文

荒
尾　

正
登

木
口　

利
光

清
川　

久
義

神
之
浦
伊
佐
男

宗　
　

藤
人

野
茂
勇
司
臣

村
岡　

末
男

網
本　

定
信

草
野　

久
幸

片
峰　
　

亨

古
川　

雄
一

江
川
美
津
子

橋
本　

憲
治

相
良　

尚
彦

山
田　

洋
子

三
浦　

直
人

議案第１号 ○ ○ ○ − ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号
　～第29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ×

議案第31号
　・第32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

議案第33号
　～第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第１号
　　　・第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　市民ネットワークは、２月５日から７日にかけて、沖縄
県名護市を訪れ、企業誘致の推進、雇用創出の事例や今後
の展望等について調査しました。

「新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書」を国へ提出
　昨年12月に中華人民共和国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症は、世界的な広

がりを見せ、世界保健機関が「パンデミック（世界的な大流行）とみなすことができる」と表明す

る事態となっています。日本でも都市部を中心に感染者数が増え、さらに感染経路が不明な感染者

も発生しております。

　このような新型コロナウイルス感染症の脅威は、長崎県の離島である五島市にも及んでおり、当

市での感染者は確認されていないものの、各種イベントの自粛や観光客の激減により宿泊施設や飲

食店において、甚大な影響が出ております。

　零細企業の多い当市の事業所にとって日々の収入が途絶えることは、事業の存続自体の危機につ

ながります。経営者は事業を維持すべく尽力しておりますが、新型コロナウイルスは未知の部分が

多く、今後の感染の動向を予見することは困難であるため、国と地方自治体等が一層緊密に連携し、

事態の状況変化に即応した新型コロナウイルス感染症対策に取り組むことが重要です。

　よって、国においては、このような現状を踏まえ、引き続き、国民の命と健康を守ることを最優

先に、新型コロナウイルス感染症対策を推進するとともに、地方自治体が実施する各種対策に対す

る財政支援や、事業活動の縮小に伴う損失に対する経済支援の拡充、雇用形態を問うことなく、や

むなく休業となる個人への所得補償の拡充を図ることを強く要望します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　令和２年３月25日

長崎県五島市議会　　

会派による行政調査を実施
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３
月
定
例
会
は
、
55
年
間
使

用
し
て
い
た
旧
議
場
か
ら
、
新

た
に
完
成
し
た
新
議
場
に
場
所

を
移
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

折
し
も
１
月
後
半
か
ら
中
国

湖
北
省
武
漢
市
で
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

全
世
界
に
広
が
る
中
、
議
会
開

会
直
前
の
２
月
27
日
に
は
、
安

倍
首
相
よ
り
全
国
の
小
中
高
校

の
臨
時
休
業
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
全
て
の
学
校
に
お

い
て
も
３
月
４
日
か
ら
春
休
み

ま
で
の
期
間
を
休
業
と
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
多
く
の
学
校

議会広報特別委員会
と
な
っ
て
お
り
、
い
つ
終
息
す

る
の
か
出
口
が
見
え
な
い
状
況

で
す
。
３
月
定
例
会
で
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
質
問
が
議

論
さ
れ
、
市
役
所
の
庁
舎
、
議

場
は
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

厳
し
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
、
五
島
市
の
将

来
に
向
け
て
の
議
論
や
議
会
活

動
を
市
民
の
皆
様
に
発
信
し
、

「
開
か
れ
た
議
会
」、「
議
会
の

見
え
る
化
」
を
目
指
し
た
「
議

会
だ
よ
り
」
と
な
る
よ
う
、
議

会
広
報
委
員
会
と
し
て
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
い
広
報
紙

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
網
本　

定
信
）

本会議の生中継、平成28年３月定例会以降の
本会議の映像を見ることができます。

http://www.goto-city.stream.jfit.co.jp/

インターネット議会中継
６月定例会は６月10日（水）開会予定です。

行
事
が
凍
結
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
学
校
で
は

卒
業
式
、
一
般
社
会
で
は
職

場
の
異
動
と
そ
れ
に
伴
う
歓

送
迎
会
な
ど
忙
し
い
は
ず
の

３
月
が
、
自
粛
一
色
と
な
り
、

寂
し
く
、
厳
し
い
月
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
を
追
う
ご
と
に
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
全
世
界

に
広
が
り
続
け
、
経
済
活
動

や
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
未

だ
か
つ
て
経
験
の
な
い
事
態

委 員 長　山田　洋子　委　　員　網本　定信
副委員長　明石　博文　委　　員　江川美津子
委　　員　清川　久義　委　　員　荒尾　正登

さんの作品です。

☆表紙の題字
「ごとう」は、

さんの作品です。

☆表紙の題字
「市議会だより」は、

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、傍聴の自粛をお願いする可能性もありますのでご了承ください。

新議場が完成 　議員専用の質問演壇が新たに設けられたほか、傍聴席と
して48席と車椅子２席分のスペースを備えています。

傍聴席

入口にスロープを設置

記者席
車椅子席

傍聴席側からの議会の様子です。


